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今
年
度
も
、

「
セ
ン
タ
ー
だ

深浦町田里子沢地先で

試験養成中の人工採

苗によるツルアラメ

( 4面に関連記事あり )

ま
た

ト
4
山

一

n/」

を
刊
行
い
た
し
ま
す
の
で
、

昨
年
同
様
に
可
愛
が
っ
て
下
さ
い
。

水産増殖センター職員配置

昭和58年度11ト所
藤
長

*印は新任者

臼な試 f己海 横魚 千員 青ほ 高漁 村総
つ繋 似J草 山類 葉類 山た 橋場 弁務

烏ど帽 2 2 2 五 雲 言
ま光!跨 禎部克新

丸り 久 幸 1:;1 夫長 成 一一

「庁iI i寸寸I II II II I III II 門←llllll~
兼な兼な来弘なな技f主技主技技技技主技技技技技技主臨技主主技技技技技連運臨主総
里3白;e; ?つ能 任能能 任能能 任 任任 転転 括
!i鳥ミ鳥与 ζ ど主師姉 研主技師 姉研技師技師師師 研時 師研研師姉師 師師技技時任主
制丸1丸25ま事 害事師 室堅議師 寄 書害 警警 任

ZE舶なi富品 貝 貝機械 貝買貝 貝貝
械)

長土員士 長長

日大 浜 山 白奈木佐小能五千日工金小!定荒川松宝植須正 f中平田今高尾永 三 盛和蝦清田
越岡本取良十n家間 登 卜間藤 fll倉内出村坂多村 川 立 村野中井林坂峰津 田名藤沢
竹八切谷嵐 一 大 美 谷 三

弘勝正次 三 幸 ぷ明正月明快敏抗i二 i尚 森 人 彰 俊 俊 代信 文 善幸 校教光
光雄昭郎郎 子成久治 明作 博志郎春 l主要洋夫康志夫毅 忠輔 子雄康洋正道 市 子夫 也

コーセイ印刷青森県東津軽郡平内町茂浦fiOI775-5-2155/印刷

信
仙
川

発行 青森県水産増殖セ ンター



2 

昭
和
五
八
年
度
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セ
ン
タ
ー
事
業
計
画

部
長高
橋

克
成

天
野
技
師
が
水
産
試
験
場
に
転
出
し
、

か
わ
り
に
水
注
物
加
工
研
究
所
か
ら
今

井
技
師
が
加
わ
り
、
陣
容
を
新
た
に
し

て
出
発
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

漁
場
部
の
業
務
に
つ
い
て
、
今
年
度

の
特
徴
を
主
体
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〔
海
況
・
環
境
調
査
部
門
〕

現
在
稼
動
し
て
い
る
海
況
自
動
観
測

シ
ス
テ
ム
が
叩
年
目
を
迎
え
耐
用
年
数

に
近
づ
い
た
の
で
、
新
シ
ス
テ
ム
設
計

に
関
す
る
業
務
を
本
俗
的
に
始
め
ま
す

(
高
橋
部
長
)
。
ま
た
陸
奥
湾
の
漁
場
環

境
を
水
質

・
底
質

・
底
生
生
物
の
三
面

か
ら
精
細
に
調
査
す
る
陸
奥
湾
漁
場
保

全
対
策
基
礎
調
査
(
昭
和
五
四
年
に
つ

づ
き
二
回
目
)
を
実
施
し
ま
す
(
永
峰

技
師
)。

こ
の
他
の
通
常
業
務
と
し
て、

沿
岸

定
置
観
測
(
高
林
技
師
)
、
海
況
自
動
観

測
(
三
津
谷
技
師
)
、
浅
海
定
線
調
査

・

ホ
タ
テ
ガ
イ
生
育
環
境
調
査
(
永
峰
技

師
)
、
陸
奥
湾
海
況
月
報
(
三
津
谷
技

師
)
が
あ
り
ま
す
c

(
貝
毒
対
策
研
究
部
門
〕

昨
年
ま
で
と
ぐ
ら
べ
、
外
海
に
お
け

る
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
貝
毒
調
査
お

よ
び
高
化
予
察
手
法
の
開
発
に
力
を
入

れ
、
ま
た
解
毒
の
た
め
の
研
究
も
広
格

的
に
始
め
ま
す
。
業
務
名
と
主
担
者
は
、

赤
潮

・
特
殊
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
予
察
調
査

(
高
林
技
師
)
、
重
要
貝
類
等
長
化
対

策
事
業
(
尾
坂
技
師
)
、
生
鮮
貝
類
有

効
利
用
技
術
開
発
研
究
(
高
橋
部
長
)。

ハ
d 
部
長青
山

ネ貞
夫

陸
奥
湾
で
は
、
養
殖
ホ
タ
テ
ガ
イ
の

成
長
不
良
や
異
常
貝
の
高
率
出
現
な
ど

か
ら
、
へ
い
死
が
懸
念
さ
れ
ま
す
っ
ま

た
、
地
ま
き
は
生
産
回
復
が
進
ん
で
き

て
い
ま
す
が
、
五
七
年
度
放
流
種
苗
を

み
る
と
安
心
で
き
る
状
態
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

外
海
域
で
は
放
流
に
よ
る
漁
場
造
成

が
進
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
事
業
の
拡

大
と
共
に
放
流
用
種
苗
の
質
的
、
量
的

問
題
が
提
起
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

(

(

 

こ
の
よ
う
な
実
態
を
ふ
ま
え
て
、
今

年
度
は
次
の
課
題
を
重
点
に
行
い
ま
す
。

一
、
陸
奥
湾
に
お
け
る
養
殖
に
再
び
大

量
へ
い
死
を
起
さ
な
い
た
め
の
技
術

的
対
応
、
お
よ
び
地
ま
き
の
安
定
生

産
体
制
を
確
立
す
る
た
め
の
大
規
模

実
証
試
験
を
お
こ
な
う
。

(
田
中
主
任
研
究
員
他
)

二
、
天
然
採
苗
の
た
め
の
適
確
な
情
報

の
提
供
と
、
耳
づ
り
と
丸
篭
お
よ
び

パ
l
ル
ネ

ッ
ト
と
の
均
衡
の
と
れ
た

適
正
養
殖
管
理
形
態
づ
く
り
を
進
め

る
。
(
平
野
主
任
研
究
員
他
)

三
、
外
海
域
に
お
い
て
放
流
実
証
試
験

の
結
果
を
も
と
に
、
漁
場
開
発
を
更

に
進
展
さ
せ
る
。
ま
た
、
現
場
で
受

入
れ
可
能
な
種
苗
確
保
技
術
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
。
(
仲
村
技
師
他
)

。唱
部
長千
葉

臣己

前
任
者
の
佐
藤
部
長
が
漁
業
振
興
課

へ
、
大
川
技
師
が
大
畑
地
ト
刀
水
産
業
改

良
普
及
所
へ
転
出
し
、
後
任
に
私
と
新

採
用
の
松
坂
技
師
が
業
務
を
引
継
ぐ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
次
の
調
査
及
び
試
験
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
現

地

で

の

寸

ぃ

M
を
お
願
い
し
ま
す

一
、
ア
ワ
ビ
増
殖
試
験

放
流
…
幼
山
木
調
布
H

を
中
心
に
趨
殖
方
法

の
適
正
化
を
追
求
す
る
。

(
須
川
主
任
研
究
員
)

二
、
ホ

ッ
キ
ガ
イ
増
殖
試
験

生
態
調
貨
を
行
い
、
増
殖
万
策
を
追

求
す
る
n

(

須
川
主
任
研
究
員
)

三
、
サ
ザ
エ
増
殖
試
験

餌
料
試
験
を
行
い
、
増
殖
方
策
伊
一
追

求

す

る

(

宝

多

技

師

)

四
、
ア
カ
ガ
イ
増
殖
試
験

芦
附
湾
で
放
流
試
験
等
を
継
続
実
砲

す
る
3

(

川
村
技
能
技
師
)

五
、
サ
ザ
エ
種
苗
生
産
試
験

人
工
採
苗
に
よ
る
後
苗
生
産
の
基
礎

研
究
を
行
う
。

(
宝
多
岐
師
)

六
、
ホ
ッ
キ
ガ
イ
大
規
模
増
殖
場
開
発

調
査
三
沢
、
八
戸
地
区
に
お
い
て
、
大
規

模
培
殖
溜
場
造
成
の
可
能
性
を
検
討
す

る
=

(
須
川
主
任
研
究
員
)

七
、
ア
ワ
ビ
大
規
模
増
殖
場
開
発
調
査

三
八
及
び
白
糠
両
地
区
に
お
い
て
事

業
の
効
果
調
査
を
実
臆
す
る
。
ま
た
佐

井
地
区
で
は
事
業
実
施
の
た
め
の
事
前

調
査
を
行
う
。

(
値
村
技
師
)

八
、
ア
ワ
ビ
小
規
模
漁
場
開
発
調
査

佐
井
地
区
で
実
附
相
さ
れ
た
本
事
業
に

つ
い
て
の
事
業
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
。

(
値
村
技
師
)

，園、、

横宮
山

勝
幸

本
年
度
の
お
も
な
事
業
と
担
当
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

て
マ
ダ
ラ
増
殖
試
験

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
脇
野
沢
を
中

心
に
調
室
を
実
施
し
ま
す
3

(
福
田
技
能
技
師
他
)

二
、
実
験
放
流
シ
ロ
ザ
ケ
回
帰
魚
調
査

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
茂
浦
、
野
辺

地
、
野
内
川
を
中
心
に
調
査
し
ま
す
。

(
小
倉
主
任
研
究
員
他
)

三
、
ヒ
ラ
メ
種
苗
量
産
試
験

ヒ
ラ
メ
積
苗
の
大
量
生
産
技
術
の
確

立
を
回
差
し
ま
す
。

(
工
藤
技
師
他
)

四
、
ウ
ス
メ
バ
ル
種
苗
生
産
試
験

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
ウ
ス
メ
バ
ル

の
人
工
種
苗
生
産
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

(
金
田
一
伎
師
他
)

五
、
新
技
術
開
発
試
験

昨
年
度
は
イ
シ
ナ
ギ
、
ヤ
リ
イ
カ
な

ど
を
手
が
け
ま
し
た
。
乙
の
他
に
オ
コ

ゼ
、
ワ
シ
ノ
シ
タ
(
シ
タ
ビ
ラ
メ
)
な

ど
の
要
望
が
来
て
お
り
ま
す
。

(
福
田
技
能
技
師
他
)

六
、
組
織
的
調
査
研
究
活
動
推
進
事
業

脇
野
沢
地
区
に
お
い
て
、
漁
業
振
興

の
あ
り
方
等
を
検
討
し
ま
す
。

(横
山
部
長
他
)
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七
、
関
根
浜
及
び
そ
の
周
辺
地
域
漁
業

振
興
調
査

大
畑、

野
牛
に
お
け
る
サ
ケ
稚
魚
海

中
飼
育
試
験
を
担
当
し
ま
す
。

(
小
倉
主
任
研
究
員
他
)

八
、
ヒ
ラ
メ
放
流
技
術
開
発
事
業

ヒ
ラ
メ
人
工
種
苗
を
使
っ
て
放
流
効

果
を
究
明
し
ま
す
。
(
金
田
一
技
師
他
)

3 

命説
本
年
度
の
海
草
部
の
調
査
、
試
験
研

究
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
コ
ン
ブ
大
規
模
増
殖
場
調
査

今
別
、
石
持
、
大
間
地
区
に
造
成
さ

れ
た
海
草
団
地
に
つ
い
て
、
有
効
利
用
、

管
理
方
法
等
を
検
討
す
る
。
(
足
助
部
長
他
)

二
、
ア
ワ
ビ
大
規
模
増
殖
場
調
査

風
間
浦
地
区
に
造
成
中
の
本
事
業
に

つ
い
て、

効
果
、
利
用
方
法
等
を
調
査

す
る
c

(

小
田
切
技
師
)

=
一
、
モ
ズ
ク
養
殖
試
験

イ
シ
モ
ヅ
ク
の
生
態
を
把
握
し、

採

苗
お
よ
び
養
殖
の
可
能
性
を
検
討
す
る。

(能
登
谷
主
任
研
究
員
)

園
、
エ
ゴ
ノ
リ
増
殖
試
験

エ
ゴ
ノ
リ
の
生
態
を
把
握
し、

増
殖

技
術
の
開
発
を
進
め
る
。
(
佐
藤
技
師
)

部
長足
助

光
久

へ

(

五、
，
っ
こ
増
殖
試
験

キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ワ
ニ
の
生
態
、
特
に

空
ワ
ニ
の
成
熟
に
関
す
る
研
究
を
行
う
。

(
小
田
切
技
師
)

六
、
津
軽
海
域
総
合
開
発
事
業
調
査

サ
ザ
エ
、
ワ
ニ
等
の
餌
料
海
藻
の
増

殖
技
術
に
関
す
る
試
験
を
実
施
す
る
。

(
能
登
谷
主
任
研
究
員
)

七
、
電
源
立
地
地
域
温
排
水
対
策
事
業

調
査
白
糠
、
小
田
野
沢
地
先
の
海
藻
植
生
、

磯
根
漁
業
の
実
態
を
調
査
す
る
と
共
に
、

海
藻
類
の
温
度
別
生
長
試
験
を
実
施
す

る
。

(
能
登
谷
主
任
研
究
員
)

Q
J~い

当
セ
ン
タ
ー
の
各
部
研
究
員
が
十
分

な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
台
所
を
賄

う
た
め
、
縁
の
下
の
力
持
ち
と
い
う
気

持
ち
で
参
り
た
い
。

一
、
総
務
・
予
算
編
成
・
出
納
業
務

(
村
井
総
務
室
長
)

ニ
、
予
算
執
行
・
広
報
・
文
書

(
田
沢
総
括
主
任
)

三
、
給
与
・
福
利
厚
生
・
財
産
管
理

(清
藤
主
任
)

総
務
室
長

村

井

新

戸h、、

，画、

今
年
の
ホ
タ
テ
採
苗
の
見
通
し

平

野

ほ
た
て
員
部
主
任
研
究
員

南
か
ら
桜
の
便
り
も
届
く
今
頃
に
な

る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
採
苗

の
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま
す
。
今
年
も
ま

た

「
採
苗
速
報
」
で
何
週
予
報
を
お
伝

え
し
て
い
き
ま
す
。

産
卵
期
は
早
め

昨
年
秋
か
ら
の
高
水
温
傾
向
の
た
め
、

母
貝
の
成
熟
開
始
は
平
年
よ
り

一
週
間

程
度
遅
れ
ま
し
た
が
、

一
1
一
一
月
が
特

に
高
水
温
だ
っ
た
た
め
、
成
熟
度
は
あ

ま
り
上
昇
す
る
こ
と
な
く
二
月
下
旬
を

ピ
l
ク
に
下
が
り
始
め
ま
し
た
。
そ
し

て
、
四
月
上
旬
現
在
で
一
四
%
に
な
り
、

産
卵
は
間
も
な
く
終
る
見
込
み
で
す
。

t西 10蓮図
量1膏1"土屋
下 l東 jO野辺地
!湾 l口川内

守1 ・ 積浜s ・ 川内。
30 

25 

生
殖 20
巣
術

数

aノ
~ 15 

ラ
l
パ
の
出
現
数
は
平
年
並

第

一
回
の
ラ

i
ハ
調
査
が
、
四
月
三
一

j
五
日
に
湾
内
二
九
点
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
が
、
ラ
ー
パ
の
平
均
出
現
数
は
海

水
一
川
当
り
六

一
一
一
個
と
ま
ず
ま
ず
平

年
並
の
数
で
し
た
。
回

・
点
湾
別
に
み

る
と
、
回
湾
が
二
九

一
個
、
東
湾
が
七

八
二
個
と
、
東
湾
に
多
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。ラ
i
パ
の
大
き
さ
は
、
ま
だ
小
型

の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
一
一C
C

ミ
ク
ロ
ン
以
上
の
大
型
一ブ
l
パ
も
三
七

%
み
ら
れ
、
こ
の
時
期
と
し
て
は
、
か

な
り
高
い
比
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

10 

図1 母貝の生殖巣指数の変化

今
後
の
見
込
み

付
着
の
盛
期
や
付
着
量
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
調
査
を
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
な
お
、
大
型
一
フ
l
パ
も
か
な
り

見
え
る
こ
と
か
ら
、
付
着
時
期
が
長
期

に
わ
た
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
が
皆
さ
ん
の

お
手
も
と
に
届
く
頃
に
は
調
査
が
進
ん

で
詳
し
い

こ
と
が
分

っ
て
い
る

と
思
い
ま

す
の
で
、

「
採
苗
速

報
」
を
参

考
に
し
て

下
さ
い
。

申
'b、

ラーパ出現数 (個1m')
(07イロポット)

ト 37ニヰ
% 
40 

20 
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図3
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青
森
県
の

コ
ン
ブ
白
植
物
に
つ
い
て
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褐
藻
類
の
コ
ン
ブ
目
に
属
す
る
海
藻

は
、
マ
コ
ン
ブ
や
ワ
カ
メ
な
ど
の
よ
う

に
産
業
種
と
し
て
重
要
な
だ
け
で
は
な

く
、
ワ一一

、
ア
ワ
ビ
な
ど
の
餌
料
と
し

て
も
重
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
分
布
状
況

を
調
べ
る
こ
と
は
、
磯
根
資
源
の
管
理

や
増
殖
を
図
る
際
に
大
安
貴
重
な
資
斜

と
な
り
ま
す
。
今
回
、
本
県
に
お
け
る

コ
ン
ブ
目
植
物
の
分
布

・
生
態
に
つ
い

て
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

種
類
の
紹
介
も
兼
ね
て
報
告
し
ま
す
0

・
ツ
ル

モ

か
ら
だ
は
円
柱
状
、
ひ
も
状
で
、
コ

ン
ブ
と
は
随
分
か
け
離
れ
た
形
態
を
し

て
い
ま
す
が
、
コ
ン
ブ
自
に
属
し
て
い

る
種
で
す
。
依
内
に
ガ
ス
を
含
み
、
乙

れ
に
よ
っ
て
海
底
か
ら
立
っ
て
い
ま
す
。

西
海
偉
の
一
部
で
食
用
に
す
る
と
乙
ろ

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
餌
糾
や
産
業
種

と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
価
値
は
あ
り
ま
せ

海
草
部
技
師

佐

恭

成

藤

ん
。
県
内
で
は
山
石
附

1
竜
飛
崎

1
今
別
、

陸
奥
湾
内
、
九
仙
制
約

1
大
山
崎
お
よ
び

太
平
洋
岸
の
金
浜
に
生
育
が
み
ら
れ
ま

す
=

(
写
真

1
)

・
マ
コ
ン
ブ

本
県
で
生
産
さ
れ
る
海
藻
の
中
で
生

産
量
、
産
一額
と
も
鼠
も
高
い
の
が
こ
の

種
で
す
。
2
年
生
で
、
夏
か
ら
軟
に
か

け
て
葉
の
上
部
が
枯
れ
る
い
わ
ゆ
る
末

枯
れ
が
お
こ
り
、
二
年
目
の
も
の
は

一

年
目
の
も
の
に
較
べ
厚
さ
が
増
し
ま
す
。

津
軽
海
峡
沿
障
で
の
生
産
が
多
く
、

近
年
、延
縄
に
よ
る
養
殖
や
、低
利
用
の

砂
臨
地
帯
を
対
象
と
し
た
大
規
模
増
殖フ、/コマ

ツルモ

フ
」
盲宍写

場
の
造
成
に
よ
り
、
さ
ら
に
生
産
量
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ワ一一

、
ア

ワ
ビ
の
餌
料
と
し
て
も
非
常
に
有
効
で
、

海
中
造
林
な
ど
に
よ
っ
て
こ
の
種
の
増

殖
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
泊
以
南
の

日
本
海
沿
岸
と
陸
奥
湾
内
を
除
い
た
地

(

(

 

写真1

域
に
広
く
分
市
し
て
お
り
、
隊
部
牝
海
峡

沿
岸
で
は
水
深
三

O
mぐ
ら
い
ま
で
生

育
が
み
ら
れ
ま
す
2

(

写
真

2
)

・
ホ
ソ
メ
コ
ン
ョフ

業
幅
が
六

1
九

mと
狭
く
、
マ
コ
ン

ブ
の
一
年
目
の
も
の
と
比
較
的
良
く
似

て
い
ま
す
こ
三
八
地
方
で
は
延
縄
で
養

濯
さ
れ
、
主
に
す
き
こ
ん
ぶ
の
原
料
と

し
て
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
の
分

布
は
マ
コ
ン
ブ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う

で
す
っ

-
力
コ
メ

本
種
は
き
ざ
み
こ
ん
ぶ
や
ま
ぜ
こ
ん

ぶ
の
原
料
と
し
て
生
産
さ
れ
て
お
り
、

水
深
二
五

m
以
探
で
は
優
占
種
と
し
て

大
き
な
群
落
を
形
成
す
る
の
で
ワ
ニ
の

餌
料
と
し
て
も
有
効
で
す
。
県
内
で
は

三
厩
、
今
別
の
治
山
と
院
井
l
火
山
附

i
岩
屋
の
律
相
れ
海
峡
約
一日
に
の
み
生
育

が
み
ら
れ
ま
す
こ

(図

1
)

-
ス
ジ
メ

葉
に
五
広
の
明
瞭
な
脈
が
あ
る
の
が

特
徴
で
す
。
葉
自
が
硬
く
ほ
と
ん
ど
利

用
さ
れ
ず
、
餌
料
と
し
て
も
不
適
当
な

よ
う
で
す
。
分
布
は
マ
コ
ン
ブ
と
ほ
ぼ

同
じ
で
、
小
泊
以
南
の
日
本
海
附
岸
と

(
 

陸
奥
湾
内
を
除
い
た
地
域
に
広
く
生
育

し
て
い
ま
す
。

(
写
真

3
)

-
ア
ナ
メ

葉
の
全
面
に
小
さ
な
穴
が
多
数
あ
い

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
ニ
こ
の
種
も
ほ

と
ん
ど
利
用
価
値
は
な
く
、
大
山
川
阿

l

尻
屋
崎
j
白
糠
の
比
較
的
狭
心
r
地
域
に

の
み
生
育
が
み
ら
れ
ま
す
。(

写
真

4
)

図1 ガゴメ

-
ツ
ル
ア
ラ
メ

似
は
長
く
、
つ
る
の
よ
う
に
の
び
て

岩
の
上
を
は
い
、
そ
の
先
端
部
付
近
か

ら
直
立
す
る
体
を
出
し
て
ふ
え
る
の
が

特
徴
で
す
。
ま
た
、
こ
の
栄
養
繁
殖
に

よ
る
ふ
え
方
と
は
別
に
、
他
の
コ
ン
ブ

目
他
物
と
同
様
に
、
遊
走
子
を
放
出
す

る
繁
池
も
行
な
い
ま
す
。
深
い
所
に
生

育
す
る
海
藻
と
し
て
し
旬
名
で
、
水
深

一

九
九

m
の
海
底
か
ら
採
集
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
、
こ
れ
は
海
藻
生
育
の
世
界
最

(
 

スジメ

探
記
録
で
す
。佐
渡
地
方
で
は
「
阪
あ
ら

め
」
と
し
て
製
品
化
し
食
用
し
て
お
り
、

本
県
で
も
同
海
岸
の

一
部
の
地
域
で
食

用
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
久
六
島
で

は
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
が
本
種
を
侵
食
し

て
い
る
例
が
あ
り
ま
す
。
久
六
品
や
日

ぶ
海
沿
川
岸
に
多
く
、
竜
飛
崎

1
甲
車
月
お

よ
び
佐
井
1
大
山
崎
の
津
軽
海
峡
沿
岸

に
も
生
育
し
て
い
ま
す
っ

現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
で
餌
料
海
藻
と

し
て
の
有
効
性
お
よ
び
増
殖
方
法
な
ど

に
つ
い
て
調
査
試
験
中
で
す
。

(1

へl
ジ
の
写
真
お
よ
び
写
真

5
)メ-フ

ト

ν
リ
ノ

写真3アナメ

写真5

写真4

-
チ
ガ
イ
ソ

乙
の
種
は
ワ
カ
メ
と
葉
質
が
似
て
い

る
た
め
、
ワ
カ
メ
の
代
用
品
と
し
て
食

用
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
県

で
は
三
厩
と
佐
井

1
大
間
崎
j
尻
屋
崎

i
白
糠

1
金
浜
と
広
く
生
育
し
て
い
ま

す
。

(
写
真
6
)チガイソ写真6



青森県水産増殖センターだより第23号

-
ワ
カ
メ

生
長
す
る
と
茎
の
左
右
に
ひ
だ
が
で

き
は
じ
め
、

一
般
に
め
か
ぶ
と
呼
ば
れ

る
胞
子
葉
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
春
か
ら

夏
に
か
け
て
こ
の
胞
子
葉
か
ら
遊
走
子

が
放
出
さ
れ
、
十
二
月
頃
肉
眼
で
見
る

こ
と
の
で
き
る
ワ
カ
メ
の
幼
依
に
発
育

し
ま
す
。
本
県
で
は
三
八
地
方
で
県
全7' 

真写

体
の
約
半
分
近
く
が
生
産
さ
れ
て
い
ま

す
。
ワ
一

7
ア
ワ
ビ
に
対
す
る
餌
料
効

率
も
良
く
有
効
で
す
が
、
業
体
の
繁
茂

時
期
が
冬
か
ら
春
と
限
ら
れ
て
い
る
の

が
難
点
で
す
。
県
内
の
全
海
域
に
分
布

d吉岡<$l~言司<$l<$l~言岡告知~同信自<l~同妥吉岡建当時~5 

(

(

 

し
て
い
ま
す
が
、
末
枯
れ
の
時
期
が
日

本
海
沿
障
で
は
五
月
頃
、
太
平
洋
沿
岸

で
は
七
月
頃
と
違
い
が
み
ら
れ
ま
す
。

(
写
真

7
)

ワカメ

-
ア
オ
ワ
カ
メ

こ
の
種
は
ワ
カ
メ
の
代
用
品
と
し
て

食
用
に
す
る
地
域
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

本
県
で
は
量
的
に
も
少
な
く
、
生
育
深

度
が
比
較
的
深
い
の
で
ほ
と
ん
ど
利
用

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
別
お
よ
び
佐
井

1
大
間
崎

i
尻
屋
崎

i
白
糠
の
地
域
に

生
育
し
て
い
ま
す
。

(
写
真
8
)

gaι
調

ツルモ ー一一一 0
マコ/ブ . 
"'ゾメコ μブー ロ
ガコメ . 

スンメ 企

アナ〆 企

ツルアラメ . 

チガイソ . 

ワカメ O 
ア方ワカ〆 . 

青森県内のコンブ目植物の分布図 2
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ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
の

漁
場
管
理
に
つ
い
て

合

アオワカメ

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
増
養
殖
漁
業
を
安
定

的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
漁
業
者

が
自
分
の
自
由
恵
志
だ
け
で
行
動
す
る

の
で
は
な
く
、
秩
序
あ
る
漁
財
管
理
が

必
要
な
こ
と
は
、
誰
れ
も
異
議
の
な
い

と
こ
ろ
と
思
い
ま
す
。

現
行
法
で
は
、
漁
業
協
同
組
合
に
漁

業
権
が
免
許
さ
れ
、
組
内
は
行
使
規
制

を
作
っ
て
漁
業
権
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
も
区
画
漁
業
権
に

よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
る
訳
で
す
か
ら
、

当
然
漁
場
管
理
が
適
正
に
お
こ
な
わ
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

勿
論
、
ど
ん
な
規
制
や
法
律
も
万
全

な
も
の
は
な
く
、
情
勢
の
姿
遷
や
時
代

の
要
請
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
て
い
く
も

の
で
も
あ
り
ま
す
。

各
漁
業
協
同
組
合
の
漁
業
権
行
使
規

則
は
、
国
(
県
)
が
モ
デ
ル
を
示
し
て

行
政
指
導
し
て
い
る
の
で
、
組
合
間
で

大
き
な
違
い
の
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
主
要
養
殖
海
域
で
あ

る
陸
奥
湾
、
噴
火
湾
お
よ
び
サ
ロ
マ
湖

写真8

ほ
た
て
貝
部
長

青

山

ネ員

な
ど
で
も
、
行
使
劇
則
の
以
上
中
は
大
筋

で
は
ほ
ぼ
同
じ
と
い
っ
て
も
よ
い
と
思

い
ま
す
。

安
は
実
際
の
運
営
に
あ
た
っ
て
、
い

か
に
実
効
あ
る
も
の
に
す
る
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
こ
で
サ
ロ
マ
湖
の
漁
場
管
理
方
法

の
一
部
を
引
用
し
た
も
の
を
表
1
に
一ぶ

し
ま
す
。

内
容
の
主
な
部
分
を
み
ま
す
と
、
各

単
協
が
漁
業
権
の
行
使
状
況
を
内
部
点

検
し
た
の
ち
、
海
域
全
依
で
構
成
す
る

養
殖
組
合

・
漁
業
権
管
理
委
員
会
が
、

確
認
点
検
を
施
設
(
の
し
)
別
に
、
貝

の
種
類
毎
に
お
こ
な
う
シ
ス
テ
ム
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て、

点
検
の
た
め
に
、
標
識
に

は
養
殖
資
材
の
種
類
、
連
数
お
よ
び
収

容
数
を
明
記
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
管
理
を
し
、
違
反
者
に

は
例
に
示
す
よ
う
な
課
罰
を
規
程
し
て

い
ま
す
。

サ
ロ
マ
湖
の
漁
場
管
理
は
、
こ
の
規

夫

則
で
も
わ
か
る
と
お
り
、
ホ
タ
テ
ガ
イ

養
殖
海
域
の
中
で
は
か
な
り
進
ん
で
い

る
と
い
え
ま
す
が
、
実
際
に
問
題
(
成

長
不
良
や
へ
い
死
な
ど
)
な
く
安
定
生

産
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う

と
、
残
念
な
が
ら
思
惑
ど
お
り
に
は
進

ん
で
い
な
い
と
側
聞
し
て
お
り
ま
す
。

ホ
タ
テ
ガ
イ
よ
り
も
養
殖
の
歴
史
が

古
く
、
数
次
に
わ
た
る
大
量
へ
い
死
の

試
練
を
受
け
て
い
る
ノ
リ
養
殖
の
漁
場

管
理
の
一
部
を
表
2
に
一ボ
し
ま
す
。

こ
れ
は
有
明
海
(
佐
賀
県
)
の
例
で

す
が
、
地
区
協
議
会
(
む
つ
湾
漁
業
振

興
会
と
類
似
し
た
性
格
を
も
っ
組
織
)

が
単
協
と
合
同
監
視
取
締
り
を
お
こ
な

う
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
陸
奥
湾
の
区
画
漁
業
権
は
昭

和
五
十
九
年
四
月
に
更
新
期
を
迎
え
ま

す
が
、
先
に
示
し
た
サ
ロ
マ
湖
の
例
や

噴
火
湾
、
岩
手
県
に
も
共
通
す
る
よ
う

に
、
良
い
行
使
規
則
づ
く
り
は
必
要
不

可
欠
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

十
分
で
は
な
く
、
本
当
に
効
果
を
発
揮

し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な
体
系

を
保
つ
た
め
に
は
、
漁
業
権
ぞ
持
つ
漁

業
協
同
組
合
が
、
管
理
団
依
と
し
て
の

機
能
を
最
大
限
に
行
使
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
技
術
的
裏
付
け
に
我

々
も
大
い
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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表| サ口マ湖(ホタテガイ)の漁場管理方法の一例(一部抜すい)

漁業権適正行使について

規制が施行された54年より、当該規制を尊守徹底するため、各

単協別の内音i点検、更に、これが終了後、養殖組合、区画漁業権

管理委員会に於いて、施設 (のし)毎に垂下枚数の確認点検調査

を実施する。

(1)実施要領

a 笑施時期

6月下旬 常呂、佐呂問、湧別各漁組別の内部点検調査

7月上旬 養殖組合 (管理委員会)宵検調査

b.実施方法

るだけであり、 2日程度に l隻50本-60本の施設のみ、無

作為抽出し点検する。

(2)違反者の課罰について

年々、違反者は激減しており、 2年・3年両年貝の施設約6，000

本のほとんどが適正に行使されつつありますが、違反の場合の諜

罰が、きびしいものであり、この課昔'iのきびしい姿勢が、適正化

に連っていると思われます。しかし、組合員も、梅域の環境実状

等にも理解を示しつつあリ、現実がきびしい状態におかれている

という理解を深める意味では、課前程度がきびしいものであっ

ても、将来展望に立っ た場合、良い結巣と恩われる。以下、本組

合/立u各単協の諜罰状況を参考ーまでに示します。

戸曲、I 0点検の対象貝
課罰の審査

点検の際、点検者夫々が点検め方法を意見統一し 、個々の判断

によることな く、向ーのレベ川で行う ことが大前提になり、旗

はコー ド番号によって続認し、匿名 としておかればなりません。

課罰の例

2年貝、 3年貝 (2年貝が中'L、)

o報告書の提出

点検するための報告書 (様式は別に定めている )を提出す

戸-..1 る。 (報告内容は、現地の垂下枚数と合欽してなければな 1 .厳重在意

~ 

F園、、

らなL、。)

0 占検のための標識設置

調査は前mの報告書と比較するので、 2年民、 3年貝の施
設に標識ボンデンを設置する。(調査対象は、2年貝が中

心ではあるが、 3年貝もやるとしておかなければ、 2年貝

を3年貝のしに隠匿する可能位もあリ、|山l年上lを行う。)

ボンデン艇につぎの4;JJiを明記する。

れのしいの番号 のしの区別をするため

・使用資材ザブトン 、ポケ ソト等々

・述 数当該"のし仰の歪下連数

・収谷枚数全部統一すること。

収容枚数にバラツキがある場合は一番多いものを恭準と

して総体を計算される。

(例) 1のし 200j皇 (右Jの内訳)

1 j宝 81'9: 1上.;，( 20枚

1法 20-25牧 21'9: 22!文

3上立 2l!i 

4段 20!i

5 f立 25枚

6上立 24枚

n立 20!文
8)'l): 20!i 

この場令、 ;11一算する基準枚数は25枚として計算ーする。従

って、この施設垂下枚数は正路には1721文であるが、

25枚X8段=200枚/述

として計算されてしまう 。

又、当時期lにはい空のし“ Lあるが、全部浮上し、 Jトd一'1
に、 コ一卜番号を日明月記しておかjね孟はば，ならない。

0誹.jft方法

的I買で一部ふれていますが、単↑品目1)の内部点検は、 2

年flについては、全部の施設を対象として点検 (但し、 l

本の脆i設の内4連-5 j皇位度無作為に抽出し，占検する)さ

れる。(3年貝は 2年貝の10%位)

又、養殖組合の場合は、船4隻で各船3名-4名乗船す

(1) 旗記入枚数及び組合報告校数の違いがある者並びに、、のし、、

の各連主止めパラ yキがあった者。

2 過官、金の徴収

(1) 帆のしい l本の表示枚数を越えている uのし、、 について、l

枚につき50円のj的怠金を課する。

(2) 組合に報告のない れのし、 があった者し

3 始末書の提出

(1) 帆の L"に旗番号泣び枚数の記入がなかった者。

(2) 報背蓄を組合に提出しなかった者。

4. 4年Hとしていのし協を沈めていた者。

( 4年貝の垂下は 、養殖組合として認めてない。3年上lで全て

Ht~売することとしている )

Hk売在iiの20%を過怠金として課する。
5 育成できる組合員でない者が、 2年貝、 3年貝を保有してい

た者

全量没収し、始末書を提出させる。

6 組台に報告がなく、調企iが全く出来なかった者

一郎、 i剣先に入ったが、組合報告がないためi弱火を中止したq

(1) ホタテ配当金枝利点数の絡下げ20点。配当金900万円の年度

とした場合

180万円の過怠金徴収

(f[jし、この場合権利ある者)

(2) ホタテ配当金権利附与を巡らす

(但し、現在権手1)なしの者)

7 義殖組合で占検により違反があった場合

(1) 違反枚数に関係なく、ホタテ配当金権利点数の絡下げ10点

-20点 (10%ー20%の減額と同係、金鎖的には100万円-200

万円1立になる年もあり )
又、違反枚数に対し、 一枚50同の過怠金を徴する。

(例)2，000枚X50円=100，000円

c主) サロマ，胡て'は湾内全体て・50，0∞千枚を許容量と決めている釧

表 2 ノリ養殖場管理の一例 (佐賀県・一部抜すい)

指導監視に関する事項

(1) 組合の役員および漁場管理委員は、共同して、この基本方針の実施について、指導監告ならびに取締りを行うものとし、必要に応

じて地区協議会は合同監視取締りを行うものとする。

(2) 組合役員、漁場管理委員は漁協総会で定めた方法、または権限の範囲内で、この基本)J針に違反した場合における漁場での綱ひび

を撤収する権限を有するものとする。


